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請
願
・
陳
情

　

平
成
23
年
度
決
算
審
査
の
結

論
は
、「
一
般
会
計
及
び
各
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、

並
び
に
付
属
書
類
の
係
数
は
正

確
で
あ
り
、
予
算
の
執
行
等
に

つ
い
て
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
」。

【
決
算
審
査
の
所
感
】

○
危
機
管
理

　

災
害
等
の
緊
急
時
に
お
け
る

町
長
と
の
連
絡
体
制
に
つ
い

て
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を

踏
ま
え
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
や
衛

星
電
話
等
の
活
用
に
つ
い
て
の

検
討
を
お
願
い
し
た
。

○
不
作
為
の
作
為

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
へ
の
不

満
・
批
判
は
実
行
さ
れ
た
行
政

行
為
が
対
象
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
３
・
11
以
降
は
安
全

対
策
や
災
害
対
策
に
意
を
十
分

に
払
わ
な
か
っ
た
（
不
作
為
）

こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
追
及
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
今

後
は
今
ま
で
以
上
に
児
童
・
生

徒
を
始
め
と
す
る
町
民
へ
の
事

前
の
安
全
と
防
災
対
策
に
つ
い

て
の
認
識
・
要
望
・
議
論
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
問
題
を
提
起
し
た
。

○
政
教
分
離

　

宗
教
行
為
に
類
似
す
る
も
の

に
関
わ
る
補
助
金
や
負
担
金
等

の
支
出
に
つ
い
て
憲
法
の
規
定

も
あ
り
特
段
の
配
慮
が
必
要
で

あ
る
旨
の
注
意
を
喚
起
し
た
。

○
政
策
法
務

　

条
例
規
則
等
を
策
定
す
る
場

合
に
は
、
他
市
町
村
等
の
事
例

を
丸
の
み
す
る
こ
と
な
く
当
町

の
現
実
と
照
合
し
、
法
令
用
語

に
留
意
し
つ
つ
遺
漏
の
な
い
文

案
づ
く
り
に
努
め
る
よ
う
要
請

し
た
。

○
正
当
債
権
者

　

会
計
管
理
者
は
債
務
の
支
払

は
正
当
債
権
者
へ
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
正
当
債
権
者

か
否
か
の
判
断
は
起
案
担
当
者

が
一
時
的
に
責
任
を
持
つ
べ
き

で
、
会
計
管
理
者
に
過
度
の
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
要
望
し

た
。

○
公
平
の
原
則

　

現
実
社
会
で
は
公
平
に
課
税

し
て
も
公
平
に
納
税
さ
れ
る
と

は
限
ら
な
い
。
適
正
な
納
税
者

に
比
較
し
滞
納
者
は
よ
り
多
く

の
滞
納
整
理
と
い
う
コ
ス
ト
の

か
か
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
公
平
の
原

則
に
も
と
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
も
困
難
を
乗
り
越
え
、

「
公
平
の
原
則
」
の
確
保
に
さ

ら
な
る
業
務
努
力
を
期
待
す
る

旨
を
申
し
上
げ
た
。

　

最
後
に
、
職
員
一
同
に
情
熱

を
も
っ
て
仕
事
に
取
組
み
、
そ

の
仕
事
の
遂
行
に
は
責
任
感
を

常
に
抱
き
、
さ
ら
に
は
、
町
民

の
為
と
い
う
自
我
を
超
え
た
奉

仕
の
精
神
を
第
一
に
日
々
の
業

務
に
邁
進
す
る
よ
う
要
望
し

た
。
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請願・陳情審議結果

請願・陳情 請願・陳情者 請願紹介議員 審議結果

御代田町環境保全条例及び御代田

町環境保全条例施行規則並びに御

代田町開発指導要綱見直しに関す

る請願

軽井沢不動産協会

会長　市村孝雄

長野県宅地建物取引業協会

佐久支部長　清水純一郎

武井　武 継続審査

「義務教育費国庫負担制度」の堅

持を求める請願

御代田町教職員組合

代表　近藤　克也
野元　三夫

採　択

（意見書を提出）

新教職員定数改善計画の着実な実

現と、教育予算の増額を求める意

見書提出に関する請願

御代田町教職員組合

代表　近藤　克也
野元　三夫

採　択

（意見書を提出）

国立病院と地域医療の充実を求め

る陳情

全医労小諸高原病院支部

支部長　山下　弥
―

採　択

（意見書を提出）
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一 般 質 問一 般 質 問

一
般
質
問

一
般
質
問

農産物価格低迷の救済は
融資要綱に基づき考える

古
越　

日
里　

議
員

２
０
１
１
年
は
３
月
11
日

の
原
発
事
故
の
放
射
能
漏
れ
に

よ
る
風
評
被
害
で
、
全
国
的
に

桃
や
葉
菜
類
を
は
じ
め
農
産
物

価
格
が
低
迷
し
た
。

　

今
後
も
消
費
は
増
え
ず
、
農

産
物
価
格
が
低
い
ま
ま
で
農
家

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
く
と
思

わ
れ
る
。
町
農
業
の
救
済
に
つ

い
て
問
う
。

産
業
経
済
課
長�　
平
成
17
年
に

野
菜
の
価
格
低
迷
が
続
き
、
佐

久
浅
間
農
協
が
低
利
融
資
を
実

施
し
た
。
町
は
18
年
３
月
に
農

家
経
営
支
援
特
別
資
金
融
資
利

子
補
給
交
付
要
綱
を
定
め
、
利

子
補
給
を
行
っ
た
。

　

直
近
で
は
、
平
成
21
年
に
33

件
、
融
資
額
１
億
540
万
円
。
残

高
に
対
し
利
子
補
給
率
0.75
％
償

還
期
間
は
５
年
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
農
地
取
得
、
農

業
施
設
整
備
、
負
債
整
理
な
ど

農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
の
利

子
補
給
を
し
て
い
る
。

問問

　

長
野
県
野
菜
生
産
安
定
基
金

が
交
付
す
る
補
給
金
制
度
が
、

昭
和
42
年
か
ら
国
・
県
の
負
担

に
農
家
負
担
も
あ
り
、
農
家
の

負
担
率
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

町
が
定
額
補
助
を
平
成
20
年
度

か
ら
実
施
し
、
今
年
度
は
予
算

額
で
300
万
円
の
補
助
を
予
定
し

て
い
る
。

　

遊
休
農
地
防
止
と
レ
タ
ス
の

連
作
障
害
対
策
で
、
ソ
バ
種
子

無
料
配
布
、
販
売
量
に
単
価
補

助
、
廃
プ
ラ
運
搬
補
助
、
有
害

鳥
獣
補
助
な
ど
実
施
し
て
い

る
。

　

今
年
の
野
菜
の
価
格
低
迷
が

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
佐
久

浅
間
農
協
が
農
家
経
営
支
援
特

別
資
金
融
資
を
準
備
し
て
い

る
。
町
も
融
資
要
綱
に
基
づ
き

考
え
て
い
る
。

質問議員　７名
古 越 日 里 池 田 健 一 郎 東 口 重 信
野 元 三 夫 古 越 　 弘 小 井 土 哲 雄
市 村 千 恵 子

質問事項（本号掲載以外のもの）
○ 御代田町生涯学習基本構想について…古越日里
○ いじめによる自殺問題について…池田健一郎
○ 環境整備（草刈り）について…東口重信
○ 交通弱者に優しい町づくりを…野元三夫
○ 小規模農地基盤整備について…古越　弘

廃棄された白菜


